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守 谷 市 は ２ ０ ２ １ 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算 案 （ 第

５ 号 ） を

3 0日 開 会 の 定 例 月 議 会 に 上 程 す る 。 補 正

案 の 主 な 内 容 は 、 都 市 計 画 道 路 西 口 大 柏 線 の 事 業着 手 に 向 け た 概 略 設 計 委 託 料 に ３ １ ０ 万 ２ ０ ０ ０円 を 設 定 。 イ ン ク ル ー シ ブ 公 園 の 整 備 を 進 め る ため の 基 本 計 画 策 定 業 務 委 託 料 に は ６ ２ ７ 万 円 、 市庁 舎 隣 接 地 の 保 存 緑 地 環 境 整 備 工 事 に は １ ５ ７ ４万 ３ ０ ０ ０ 円 を 計 上 し た 。

計 画 延 長 は ９ ４ ０ ｍ で 、 計画 幅 員 が

1 8ｍ 。

　
市 が 現 在 行 っ て い る 坂 町

清 水 線 と み ず き 野 大 日 線 の整 備 が 順 調 に 進 ん で お り 、あ る 程 度 の め ど が つ い た こと か ら 残 る 都 市 計 画 道 路 であ る 西 口 大 柏 線 の 整 備 に 着手 す る 。　
野 原 ホ ー ル デ ィ ン グ ス ㈱

が 、 建 設 業 界 に お け る Ｄ Ｘの 実 態 調 査 結 果 を 公 表 した 。 そ れ に よ る と 、 業 務 プロ セ ス で デ ジ タ ル 化 に よ る格 差 が 出 て い る 実 情 が 浮 き彫 り に な っ た 。 デ ジ タ ル 化に 対 応 で き な い こ と で 将 来へ 不 安 が あ る と の 回 答 が
6 6・ ２ ％ を 占 め て い る こ と

も 分 か っ た 。　
調 査 は Ｗ Ｅ Ｂ ア ン ケ ー ト

に て 全 国 の 男 女

2 0歳 ～
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の 建 設 従 事 者 （ 建 設 関 連 事業 従 業 員 、 建 設 系 自 営 業 ）を 対 象 に 実 施 。 有 効 回 答 数は １ ０ １ ３ 人 。　
建 設 業 界 の Ｄ Ｘ に つ い

　
今 補 正 案 で は 歳 入 歳 出 に

そ れ ぞ れ ２ 億 ３ ６ ０ ３ 万 ９０ ０ ０ 円 を 増 額 。 当 初 か らの 総 額 は ３ １ ６ 億 ６ ３ ４ ６万 ９ ０ ０ ０ 円 と す る 。　
都 市 計 画 道 路 西 口 大 柏 線

は 、 守 谷 駅 西 口 か ら 市 水 道事 務 所 （ 百 合 ケ 丘 ２

－ ２ ７

３ ４

－ １ ）  付 近 を 結 ぶ 路 線 。

　
今 回 の 業 務 は 、 事 業 認 可

書 作 成 の た め の 概 略 設 計 を策 定 す る も の 。　
今 後 は 測 量 や 用 地 買 収 、

住 民 説 明 会 な ど を 行 っ て いく こ と と な る 見 通 し の ため 、 工 事 着 手 に は し ば ら く時 間 が か か り そ う だ 。　
イ ン ク ル ー シ ブ 公 園 は 、

障 害 の 有 無 に か か わ ら ず 、あ ら ゆ る 人 が 使 い や す い ユニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に 配 慮し た 公 園 の こ と 。 国 内 で は整 備 事 例 が 少 な い が 、 近 年で は そ の 存 在 が 注 目 を 集 めて い る 。　
基 本 計 画 の 中 で 規 模 や 場

所 な ど の 選 定 を 進 め て い く予 定 。 来 年 度 以 降 に 設 計 に入 っ て い く 見 通 し 。 オ ー プン は

2 4年 度 を 目 指 し て い

　
県 土 浦 土 木 事 務 所 つ く ば

支 所 土 地 販 売 推 進 課 は 、 上河 原 崎 ・ 中 西 地 区 の 用 地 ７８ ６ ・ ０ １ ㎡ を 一 般 競 争 入札 で 分 譲 す る 。  用 途 は 商 業  ・業 務 施 設 、 共 同 住 宅 ま た はそ の 両 方 を 併 設 す る も の 。予 定 価 格 （ 最 低 売 却 価 格 ）は ３ ９ ３ ７ 万 ９ ０ ０ ０ 円 。て の 質 問 で は 、 全 体 で

3 6・

９ ％ が デ ジ タ ル 化 が 進 ん でい る と 回 答 。 プ ロ セ ス 別 では 設 計 が

4 8・ ４ ％ 、 積 算 が

3 6・ ４ ％ 、 維 持 管 理 が

3 2・

４ ％ 、 施 工 が

3 1・ ９ ％ 、 拾

い 業 務 が

2 5・ ２ ％ 。 設 計 業

務 の デ ジ タ ル 化 が 進 ん で いる 一 方 で 、 図 面 か ら 材 料 の数 量 を 把 握 す る 拾 い 業 務 は全 体 よ り

1 1・ ７ ％ 下 回 っ て

お り 業 種 に よ り デ ジ タ ル 化の 実 感 に 差 が あ る こ と が 分か っ た 。　
拾 い 業 務 の Ｄ Ｘ が 遅 れ て

い る 理 由 を 聞 い た と こ ろ「 デ ジ タ ル 化 で き な い 作 業が 多 い 」 が 最 多 の

5 0％ 。 次

　
湊 大 橋 で は 交 通 容 量 不 足

に よ る 渋 滞 が 慢 性 的 に 発 生し て い る こ と か ら 、 架 替 えに よ る ４ 車 線 化 を 進 め て いる 。 暫 定 ２ 車 線 が 供 用 済 みで 、 本 年 度 末 ま で に 全 線 が開 通 す る 見 通 し と な っ て いる 。　
国 道 １ ２ ３ 号 那 珂 川 大 橋

架 替 事 業 は 、 完 成 後 約

7 0年

が 経 過 す る 現 橋 （

写 真

） を

　
本 事 務 所 の 主 な 事 業 と し て 、 道 路 で

は 、  茨 城 空 港 の 利 便 性 向 上 や 利 用 拡 大  ・県 内 の 観 光 振 興 を 目 的 と し て 、 市 と 連携 し 整 備 を 進 め て き た 茨 城 空 港 ア ク セス 道 路 、 国 道

2４ ５ 号 の 慢 性 的 な 渋 滞

の 解 消 を 目 的 と し た 湊 大 橋 の 架 け 替 え４ 車 線 化 、  更 に は 大 洗 友 部 線 バ イ パ ス 、国 道 １ ２ ３ 号 の 那 珂 川 大 橋 架 け 替 え 、水 戸 市 内 の 街 路 事 業 な ど を 推 進 し て いま す 。　
河 川 に つ い て は 、 治 水 安 全 度 及 び 河

川 環 境 の 向 上 を 目 的 と し て 、 桜 川 や 沢

渡 川 な ど の 整 備 を 進 め て い ま す 。 公 園で は 、 年 間 約 百 万 人 の 観 光 客 が 訪 れ る偕 楽 園 や 弘 道 館 、 笠 間 芸 術 の 森 公 園 など の 整 備 を 進 め て い ま す 。　
今 後 と も 、 県 庁 所 在 地 の 水 戸 市 外 ２

市 ３ 町 か ら な る 県 央 地 域 を 所 管 す る 事務 所 と し て 、  災 害 時 の 緊 急 輸 送 道 路 や 、物 流 ・ 経 済 活 動 、 本 県 の 観 光 振 興 を 支え る 道 路 の 整 備 を は じ め 、 日 常 生 活 の安 全 ・ 安 心 に 資 す る イ ン フ ラ 整 備 に 努め 、 県 の 発 展 を け ん 引 す る 地 域 づ く りを 積 極 的 に 進 め て ま い り ま す 。

　 【 民 生 費 】
　
■ 児 童 ク ラ ブ 運 営 業 務 委

託 料 ＝ ２ ８ ７ ３ 万 ８ ０ ０ ０円　
■ キ ッ ズ ス ペ ー ス 備 品 購

入 費 ＝ ２ ３ ５ 万 ７ ０ ０ ０ 円　
【 土 木 費 】

　
■ 市 道 整 備 改 良 事 業

　
□ 道 路 用 地 買 収 代 ＝ ２ ７

４ ６ 万 円　
□ 用 地 買 収 に 伴 う 補 償 費

＝ ２ ０ ０ 万 円　
■ イ ン ク ル ー シ ブ 公 園 基

本 計 画 策 定 業 務 委 託 料 ＝ ６２ ７ 万 円　
■ 保 存 緑 地 環 境 整 備 工 事

＝ １ ５ ７ ４ 万 ３ ０ ０ ０ 円主 な 条 件 と し て 、 土 地 の 引渡 し の 日 か ら ３ 年 以 内 に 営業 や 賃 貸 を 開 始 な ど を 設 定し て い る 。　
入 札 説 明 書 は ９ 月 ３ 日 ま

で 配 布 す る 。 入 札 参 加 資 格審 査 受 付 は 同 月 ２ 、 ３ 日 。落 札 者 が い な い 場 合 な どは 、 同 月

1 7日 ～

1 2月

2 8日 ま

で の 間 、 先 着 受 付 で 買 受 人を 決 定 す る 。 　
常 陸 大 宮 市 は 、 や ま が た

す こ や か ラ ン ド  「 三 太 の 湯 」

と と も に 、 調 査 ・ 設 計 を 行う 。　
河 川 改 修 事 業 で は 、 各 河

川 の 治 水 安 全 度 の 向 上 や 河川 環 境 の 改 善 を 図 る た め 、河 川 護 岸 工 事 や 河 道 掘 削 工事 な ど を 推 進 す る 。　
大 洗 海 岸 は 海 岸 線 の 後 退

が 進 行 し て い る た め 、 ヘ ッド ラ ン ド 工 や 養 浜 工 を 行 うこ と で 前 浜 の 拡 大 を 図 る 。昨 年 度 か ら 着 手 し た 磯 浜 海岸 侵 食 対 策 事 業 で は 、 総 事業 費 ５ 億 ６ ０ ０ ０ 万 円 を 投じ 、 突 堤 の 整 備 や 養 浜 を 実施 す る 。　
都 市 計 画 道 路 水 戸 駅 平 須

線 整 備 事 業 の 梅 戸 橋 架 替 えは 、 こ れ ま で に 暫 定 ２ 車 線で 供 用 済 み 。 年 度 内 に は ４車 線 化 が 完 了 す る 見 通 しで 、 慢 性 的 に 発 生 す る 朝 夕の 交 通 渋 滞 の 緩 和 が 期 待 され て い る 。　
水 戸 勝 田 環 状 道 路 を 構 成

す る 都 市 計 画 道 路 中 大 野 中河 内 線 整 備 事 業 （

右 図

） に

つ い て は 、 こ れ ま で に 元 吉田 ・ 千 波 工 区 が 完 了 。 引 き続 き 酒 門 工 区 の 整 備 を 推 進し 、 安 全 で 円 滑 な 交 通 を 確

る 。　
保 存 緑 地 環 境 整 備 工 事

は 、 市 役 所 に 隣 接 す る 保 存緑 地 （ Ａ 約 １ ・ １ 万 ㎡ ） の一 部 を 活 用 し 、 来 庁 し た 市民 が 安 ら げ る 憩 い の 場 を 設置 す る た め の も の 。　
ア ス フ ァ ル ト 舗 装 し た 約

３ ０ ０ ｍ の 散 策 路 、 あ ず まや の 設 置 な ど を 想 定 し て いる 。　
ま た 、 道 路 用 地 の 購 入 費

や 補 償 費 に ２ ９ ４ ６ 万 円 を措 置 。 本 町 地 内 に 位 置 す る市 道 ３ ０ ９ ４ 号 線 の 拡 幅 整備 に 伴 い 、 必 要 な 用 地 を 確保 す る 。　
な お 、 定 例 月 議 会 の 会 期

は ９ 月

1 3日 ま で 。

　
補 正 案 の 主 な 内 容 は 次 の

と お り 。　 【 総 務 費 】　
■ 文 化 会 館 公 衆 無 線 Ｌ Ａ

Ｎ 整 備 委 託 料 ＝

4 8万 ３ ０ ０

０ 円　
■ 文 化 会 館 公 衆 無 線 Ｌ Ａ

Ｎ 設 置 工 事 ＝ ２ 万 １ ０ ０ ０円開 札 日 は ９ 月

1 6日 。

　
土 地 の 所 在 は 、 上 河 原

崎 ・ 中 西 特 定 土 地 区 画 整 理事 業 施 行 地 区 の Ｃ

1 9街 区 ①

画 地 。 つ く ば エ ク ス プ レ ス万 博 記 念 公 園 駅 の 北 西 に 位置 。 用 途 地 域 は 第 一 種 住 居地 域 （ 建 ぺ い 率

6 0％ 、 容 積

率 ２ ０ ０ ％ ）  。 土 地 利 用 のい で  「 現 場 で の 変 更 が 多 く 、デ ー タ 更 新 が で き な い 」 が約 ３ 割 。 そ の ほ か 「 ツ ー ルの 使 い 方 を 覚 え る の が 面倒 」  「 タ ブ レ ッ ト や Ｐ Ｃ など 現 場 で 使 え る も の を も って い な い 」  「 時 間 短 縮 に なら な い 」  「 現 場 の 電 波 状 況が 悪 い 」 と い う 理 由 が 挙 げら れ た 。　
一 方 で 「 デ ジ タ ル 化 に 対

応 で き な い と 将 来 仕 事 が 減る の で は ？ と い う 不 安 は あり ま す か 」 と い う 問 い に は約 ３ 分 の ２ の

6 6・  ２ ％ が  「 は

い 」 と 回 答 。 現 状 へ の 不 安や 危 機 感 を 感 じ て い る 者 が多 い と い う 結 果 だ っ た 。

架 替 え る も の 。 橋 長 は ３ ２４ ｍ （ Ｗ

1 3ｍ 、 ２ 車 線 ）  。

事 業 費 は 約

6 0億 円 。 本 年 度

は 詳 細 設 計 を ま と め る 。　
大 洗 友 部 線 バ イ パ ス 事 業

に つ い て は 、 延 長 ６ ８ ５ ０ｍ の う ち 西 側 約 ４ ０ ０ ０ ｍが 供 用 済 み 。 完 成 に よ り 茨城 中 央 工 業 団 地 な ど へ の アク セ ス 向 上 が 期 待 で き る 。本 年 度 は 用 地 取 得 を 進 め る

　
■ 西 口 大 柏 線 整 備 事 業 都

市 計 画 道 路 設 計 委 託 料 ＝ ３１ ０ 万 ２ ０ ０ ０ 円　 【 教 育 費 】　
■ Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 支 援 業 務 委

託 料 ＝ ３ ８ ３ 万 ２ ０ ０ ０ 円　
■ 守 谷 市 民 交 流 館 備 品 購

入 費 ＝

5 3万 ３ ０ ０ ０ 円

　
■ 文 化 財 説 明 板 、 指 定 柱

作 成 業 務 委 託 料 ＝

2 0万 円

　
■ 公 民 館 公 衆 無 線 Ｌ Ａ Ｎ

整 備 委 託 料 ＝ ２ ５ ６ 万 ６ ００ ０ 円　
■ 公 民 館 公 衆 無 線 Ｌ Ａ Ｎ

設 置 工 事 ＝ ８ 万 ３ ０ ０ ０ 円　
■ 公 民 館 備 品 購 入 費 ＝ ２

６ ６ 万 １ ０ ０ ０ 円

　
結 城 市 は 、 一 般 住 宅 の 浄

化 槽 設 置 工 事 へ 補 助 金 を 交付 す る 。 補 助 内 容 は 、 ５ 人槽

2 9万 ４ ０ ０ ０ 円 、 ７ 人 槽
3 4万 ２ ０ ０ ０ 円 、

1 0人 槽

4 5

万 ９ ０ ０ ０ 円 。 予 算 上 限 に達 し た 時 点 で 受 付 終 了 と なる 。 浄 化 槽 工 事 を 着 工 す る前 に 申 請 す る 。　
問 い 合 わ せ 先 は 市 生 活 環

境 課 環 境 保 全 係 （ Ｔ Ｅ Ｌ ０２ ９ ６

－

3 4

－ ０ ４ １ ０ ）  。

の 空 調 設 備 改 修 工 事 を 計 画し て い る 。 本 年 度 は 実 施 設計 を ㈱ ｓ ｃ ａ ｌ ｅ 一 級 建 築士 事 務 所 （ 水 戸 市 ） に 委 託し て 進 め 、 ２ ０ ２ ２ 年 度 にも 工 事 を 行 う 予 定 だ 。　
工 事 は 経 年 劣 化 が 見 ら れ

る 空 調 設 備 を 更 新 す る も ので 、 浴 室 棟 ・ レ ス ト ラ ン 棟の 室 内 機

2 6台 が 対 象 。

　
施 設 は ２ ０ ０ ０ 年 度 に 建

築 （ Ｒ Ｃ 造 ）  。 山 方 農 林 水産 物 直 売 ・ 食 材 供 給 施 設 と木 質 バ イ オ マ ス チ ッ プ ボ イラ ー 棟 を 含 め た 延 べ 床 面 積は ２ １ ２ １ ・ ９ ５ ㎡ と な って い る 。

保 す る 。 本 年 度 は 道 路 改 良舗 装 工 事 や 用 地 取 得 を 進 める 。　
主 要 事 業 の 概 要 は 次 の と

お り （ ■ 事 業 名 ＝ ① 全 体 計画 ② 事 業 年 度 ③ 進 捗 率 （

2 0

年 度 ま で ） ④ 本 年 度 事 業 内容 ）  。　 【 幹 線 道 路 の 整 備 】　
■ 国 道 ２ ４ ５ 号 「 那 珂 湊

拡 幅 」  整 備 事 業  （ 湊 大 橋 ）  （ 水戸 市 小 泉 町 ～ ひ た ち な か 市部 田 野 ）  ＝ ① Ｌ ４ ８ ０ ０ ｍ 、Ｗ

2 5ｍ （ ４ 車 線 ）  、 総 事 業

費 １ ５ ８ 億 円 （ 湊 大 橋 ４ ０１ ｍ ）  、 水 戸 土 木 施 工 分 Ｌ１ ８ ０ ０ ｍ （ 事 業 費 １ ３ ５億 円 ） ② ２ ０ ０ ０ 年 度 ～ ③
9 8％ （ 水 戸 土 木

9 7％ ） ④ 橋

面 工 事 、  道 路 改 良 舗 装 工 事 、護 岸 工 事　
■ 国 道 ３ ５ ５ 号 「 石 岡 岩

間 拡 幅 」 整 備 事 業 （ 石 岡 市根 当 ～ 笠 間 市 押 辺 ） ＝ ① Ｌ７ ８ ５ ０ ｍ 、 Ｗ

2 5ｍ （ ４ 車

線 ）  、 総 事 業 費

5 1億 円 、 水

戸 土 木 施 工 分 Ｌ ３ ３ ２ ０ ｍ（ 事 業 費

1 1億 円 ） ② ２ ０ １

９ 年 度 ～ ③ １ ０ ０ ％ （ 水 戸土 木 ） ④ 道 路 改 良 舗 装 工 事（

2 0年 度 繰 越 工 事 ）

　
■ 国 道 １ ２ ３ 号 「 那 珂 川

大 橋 架 替 」 事 業 （ 常 陸 大 宮市 野 口 ～ 城 里 町 御 前 山 ） ＝① Ｌ ３ ２ ４ ｍ 、 Ｗ

1 3ｍ （ ２

車 線 ）  ： 橋 梁 部 ② ２ ０ ２ ０年 度 ～ ③ ３ ％ ④ 橋 梁 詳 細 設計　
■ 大 洗 友 部 線 バ イ パ ス 事

業 （ 茨 城 町 小 鶴 ～ 笠 間 市 仁古 田 ） ＝ ① Ｌ ６ ８ ５ ０ ｍ 、

Ｗ

2 7ｍ （ ４ 車 線 ）  、 総 事 業

費

9 5億 円 ② １ ９ ９ ５ 年 度 ～

③

7 8％ （ 西 側 約 ４ ㎞ 区 間 は

供 用 済 ） ④ 道 路 改 良 舗 装 工事 、 用 地 取 得 、 調 査 ・ 設 計　
■ 茨 城 空 港 ア ク セ ス 道 路

整 備 事 業 （ 県 道 上 吉 影 岩 間線 お よ び 小 美 玉 市 道 （ 仮 ）常 陸 平 野 空 港 線 、 石 岡 市 正上 内 ～ 小 美 玉 市 野 田 ） ＝ ①Ｌ 約 ９ ６ ０ ０ ｍ 、 Ｗ

1 9ｍ

（ ４ 車 線 ）  、  Ｗ

1 4ｍ （ ２ 車 線 ）

② ２ ０ １ ５ 年 度 ～ ③ １ ００ ％ （ 工 事 延 長 ベ ー ス ） ④工 事  （ 道 路 改 良 舗 装 工 事 等 ）　 【 河 川 改 修 事 業 】　
■ 桜 川 ふ る さ と の 川 整 備

事 業 （ 水 戸 市 千 波 町 ～ 見 川町 ） ＝ ① Ｌ ４ ２ ０ ０ ｍ 、 総事 業 費 １ ９ ５ 億 円 ② １ ９ ７２ （ １ ９ ８ ８ ） 年 度 ～ ③
8 3％ ④ 支 川 沢 渡 川 の 改 修 を

実 施 中　
■ 沢 渡 川 河 川 改 修 事 業

（ 水 戸 市 常 磐 町 ～ 新 原 ） ＝
① Ｌ ２ ９ ０ ０ ｍ 、 総 事 業 費

9 0億 円 ② １ ９ ７ ２ （ １ ９ ８
８ ） 年 度 ～ ③

2 8％ ④ 捷 水 路

工 事 用 進 入 路 工 事　
■ 石 川 川 河 川 改 修 事 業

（ 水 戸 市 大 場 町 ） ＝ ① Ｌ ２４ ０ ０ ｍ 、 総 事 業 費

3 4億 円

② １ ９ ９ ２ 年 度 ～ ③

5 4％ ④

取 水 堰 上 部 工 事　
■ 涸 沼 川 （ 笠 間 ） 河 川 改

修 事 業 （ 笠 間 市 下 市 毛 ～ 笠間 ） ＝ ① ２ ４ ０ ０ Ｌ ｍ （ 内ふ る さ と １ ３ ０ ０ ｍ ）  、 総事 業 費 ３ 億 ９ ０ ０ ０ 万 円 ②１ ９ ７ ３ （ １ ９ ８ ８ ） 年 度～ ③

9 4・ １ ％ ④ 河 川 護 岸 工

事 、 排 水 管 工 事　
■ 涸 沼 川 （ 中 流 ） 河 川 整

備 事 業 （ 笠 間 市 南 小 泉 ～ 下市 毛 ） ＝ ① ９ ５ ０ ０ Ｌ ｍ 、総 事 業 費 ６ 億 ３ ０ ０ ０ 万 円② １ ９ ９ １ 年 度 ～ ③

4 2％ ④

河 川 護 岸 工 事 、 河 道 掘 削 工事　 【 海 岸 事 業 】　
■ 大 洗 海 岸 侵 食 対 策 事

業 （ 大 洗 町 成 田 町 ） ＝ ① Ｌ４ ６ ６ ２ ｍ 、 総 事 業 費

7 9億

円 ② ２ ０ ０ １ 年 度 ～ ③

3 3％

（ ヘ ッ ド ラ ン ド ２ 基 、 突 堤１ 基 な ど ） ④ 養 浜 工 （ 粗 粒材 ）  、 本 年 度 分 ５ ４ ０ ０ ㎥　
■ 磯 浜 海 岸 侵 食 対 策 事 業

（ 大 洗 町 磯 浜 町 ） ＝ ① Ｌ

7 0

ｍ 、 養 浜 工 ３ ４ ０ ０ ㎥ 、 総事 業 費 ５ 億 ６ ０ ０ ０ 万 円 ②２ ０ ２ ０ 年 度 ～ ③

1 4％ （ 消

波 ブ ロ ッ ク 製 作 ） ④ 根 固 めブ ロ ッ ク 製 作　 【 急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 事 業 】　
■ 弁 才 天 ２ 急 傾 斜 地 崩 壊

対 策 事 業 （ 小 美 玉 市 高 崎 地区 ） ＝ ① Ｌ ３ ７ ０ ｍ 、 総 事業 費 ７ 億 ５ ０ ０ ０ 万 円 ② ２０ １ ４ 年 度 ～ ③

4 2％ ④ 法 面

工 事　 【 都 市 計 画 事 業 （ 街 路 ）  】　
■ 都 市 計 画 道 路 水 戸 駅 平

須 線 整 備 事 業 （ 水 戸 市 常 磐町 ） ＝ ① Ｌ ６ １ ０ ｍ 、 Ｗ

2 5

ｍ （ ４ 車 線 ）  、 総 事 業 費 約
7 4億 円 ② ２ ０ ０ ９ 年 度 ～ ③9 8％ ④ 工 事 （ Ｊ Ｒ 委 託 、 道

路 改 良 舗 装 工 事 ）　
■ 都 市 計 画 道 路 中 大 野 中

河 内 線 （ 酒 門 工 区 ） 整 備 事業 （ 水 戸 市 酒 門 町 ） ＝ ① Ｌ９ ９ ７ ｍ 、  Ｗ

2 5ｍ  （ ４ 車 線 ）  、

総 事 業 費

4 0億 円 ② ２ ０ １ ０

年 度 ～ ③

7 6％ ④ 用 地 取 得 、

道 路 改 良 舗 装 工 事　 【 都 市 計 画 事 業 （ 公 園 ）  】　
■ 偕 楽 園 公 園 お よ び 弘 道

館 整 備 事 業 （ 水 戸 市 常 磐 町ほ か ） ＝ ① 偕 楽 園 公 園 Ａ
6 5・ １

 

h a（ 開 園 Ａ

5 8 

h a）  、

総 事 業 費 ２ ０ ２ 億 円 、 弘道 館 Ａ ３ ・ ２

 

h a（ 開 園 ３ ・

２

 

h a） ② １ ９ ６ ８ 年 度 ～

③

8 8・ ８ ％ ④ 好 文 亭 耐 震 補

強 工 事 （ 楽 寿 楼 ）  、 偕 楽 園園 路 改 修 工 事 （ 石 張 り 等 ）  、弘 道 館 ガ イ ダ ン ス 施 設 展 示整 備 工 事　
■ 笠 間 芸 術 の 森 公 園 整 備

事 業 （ 笠 間 市 笠 間 ） ＝ ① Ａ
5 4・  ６

 

h a（ 開 園 Ａ

3 8・  ４

 

h a）  、

総 事 業 費 １ ６ ７ 億 円 ② １ ９８ １ 年 度 ～ ③

9 9・ ２ ％ ④ 木

道 更 新 工 事　 【 橋 梁 の 耐 震 化 事 業 】　
■ 既 設 橋 梁 の 耐 震 補 強 事

業 （ 水 戸 市 ほ か ） ＝ ① 国 道１ １ ８ 号 中 河 内 陸 橋 な ど

1 4

橋 ② ２ ０ １ ３ 年 度 ～ ③

8 6％

④ 常 盤 陸 橋 ・ 水 戸 橋 の 耐 震補 強 工 事

［ 本

　
課 ］

午 前

午 後

（ ○ ＝ 在 庁

　
● ＝ 不 在 ）

［ 出

　
先 ］

午 前

午 後

県 土 木 部  ・  幹 部

き ょ う

の
動 向

水 戸 土 木 所 長常 陸 大 宮 土 木 所 長大 子 工 務 所 長潮 来 土 木 所 長土 浦 土 木 所 長筑 西 土 木 所 長常 陸 太 田 工 事 所 長高 萩 工 事 所 長鉾 田 工 事 所 長竜 ケ 崎 工 事 所 長常 総 工 事 所 長境 工 事 所 長

○○○○●○○○○○○●

○○○○●○○○○○○●

部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 監監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

○●○○○○○○○○○○○○○●○○○

○○○○○○○○○○○○○○○●○○○

地 域 総 合
県 内

話 題 の ニ ュ ー ス

イ ン ク ル ー シ ブ 公 園 も

酒 門 工 区
（ 事 業 中 ）
酒 門 工 区

（ 事 業 中 ）

（ 都 ） 中 大 野 中 河 内 線（ 都 ） 中 大 野 中 河 内 線

元 吉 田 工 区（ 供 用 済 ）

元 吉 田 工 区（ 供 用 済 ）

千 波 工 区（ 供 用 済 ）

千 波 工 区（ 供 用 済 ）

　
県 水 戸 土 木 事 務 所 で は 、 防 災 ・ 減 災 の 観 点 か ら の 災 害 に 強 い 県 土

づ く り を 進 め て お り 、  「 活 力 が あ り 、 県 民 が 日 本 一 幸 せ な 県 」 の 実現 に 向 け 、 社 会 資 本 の 基 盤 と な る 道 路 ・ 河 川 ・ 都 市 施 設 の 整 備 に 取り 組 ん で い る 。 ２ ０ ２ １ 年 度 は 、 国 道 ２ ４ ５ 号 那 珂 湊 整 備 事 業 で 湊大 橋 の 整 備 を 進 め 、 年 度 末 の ４ 車 線 化 完 了 を 目 指 す 。 国 道 １ ２ ３ 号那 珂 川 大 橋 架 替 事 業 は 橋 梁 の 詳 細 設 計 を 進 め 年 度 内 に ま と め る 。 大洗 友 部 線 バ イ パ ス 事 業 で は 国 道 ６ 号 ～ 茨 城 中 央 工 業 団 地 の 約 ３ ㎞ 区間 の 整 備 を 推 進 。 河 川 改 修 に つ い て は 、 沢 渡 川 や 石 川 川 、 涸 沼 川 など の 改 修 に 引 き 続 き 取 り 組 む 。大 洗 友 部 線バ イ パ ス

約 ３ ㎞ の 整 備 推 進

至 ： 万

博
記 念

公
園 駅

ＮＮ

対 象 土 地
C 1 9  街 区 ① 画 地
地 積  7 8 6. 0 1  ㎡

守 谷 市 補 正 案

西 口 大 柏 線 の 概 略 設 計

庁 舎 隣 緑 地 憩 い の 場建 設 業 D X 実 態 調 査

将 来 へ の 不 安 が 6 割

《 野 原 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 》

今 年 度 に 設 計 ま と め る

「 三 太 の 湯 」 空 調 改 修

《 常 陸 大 宮 市 》

上 河 原 崎中 西 地 区

7 8 6㎡ 一 般 競 争 入 札

商 業 等 施 設 用 地 を 分 譲

茨 城 県

災 害 に 強 い 県 土 づ く り

県 水 戸 土 木

那 珂 川 大 橋 は 詳 細 設 計

湊 大 橋 ４ 車 線 が 完 成
事 業 概 要

県 水 戸 土 木 事 務 所
所 長

 羽 成

　
英 臣

 氏

浄 化 槽 の 設 置 に補 助 金 を 交 付 へ

結 城 市


